
令和２年度事後評価 農林⽔産部

所属名 事務事業名 ページ番号
農業振興課 農業近代化資⾦利⼦補給事業 2
農業振興課 有害鳥獣駆除対策事業 3
農業振興課 特産物協議会支援事業 4
農業振興課 ニューファーマー総合支援事業 5
農業振興課 トレーニングファーム整備推進事業 6
農業振興課 ＩＴ農業推進事業 7
農業振興課 営農再開・草勢樹勢回復等被害対策事業 8
農業振興課 中山間地域等直接支払事業 9
農業振興課 環境保全型農業直接支払交付⾦交付事業 10
農業振興課 家畜防疫対策事業 11
農業振興課 死亡獣畜処理対策事業 12
農業振興課 畜産振興促進事業 13
農業振興課 佐賀牛等肥育素牛導入緊急対策事業 14
農業振興課 低コスト・高品質化条件整備事業 15
農業振興課 耕種作物共同利⽤施設整備事業（産地パワーアップ事業） 16
農業振興課 農業次世代⼈材投資資⾦（経営開始型）交付事業 17
農業振興課 経営所得安定対策事業 18
農業振興課 機構集積協⼒⾦交付事業 19
農業振興課 集落営農組織法⼈化モデル支援事業 20
農業振興課 耕種作物共同利⽤施設整備事業（産地⽣産基盤パワーアップ事業） 21
農業振興課 園芸特産物集団化育成事業 22
農業振興課 農業⽣産資材廃棄物適正処理事業 23
農業振興課 さが園芸⽣産８８８億円推進事業 24
農業振興課 直売所・加工所連絡協議会支援事業 25
農業振興課 施設園芸導入推進事業 26
農業振興課 匠な特産物開発事業 27
農業振興課 三瀬地区地域ブランドの強化と販路拡⼤支援事業 28
農業振興課 富⼠地区地域ブランドの強化と販路拡⼤支援事業 29
農業振興課 ６次産業化・農商工連携推進事業 30
農業振興課 農業⽤機械整備支援事業（産地⽣産基盤パワーアップ事業） 31
農業振興課 特産物販路拡⼤推進事業 32
農業振興課 シギの恩返し米プロジェクト事業 33
農業振興課 特産物振興支援事業 34
農業振興課 園芸⽣産次期作支援緊急対策事業 35
農業振興課 農産物直売所感染症予防対策事業 36
農業振興課 担い⼿育成総合支援協議会補助⾦交付事業 37
農業振興課 農業経営基盤強化資⾦利⼦助成事業 38
農業振興課 地域おこし協⼒隊事業 39
農業振興課 農業⼈材育成事業 40
農業振興課 それぞれの中山間チャレンジ事業 41
農業振興課 農山漁村交流支援事業 42
農業振興課 有機農業普及啓発事業 43
農業振興課 市⺠農園運営経費 44
農業振興課 クリーク公園管理事業 45
農業振興課 そよかぜ館管理経費 46
農業振興課 シチメンソウの⾥管理事業 47
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事務事業進捗報告シート
36 ~

１　事務事業の基本情報

２　成果指標の目標及び実績

３　事業成果の振返り

令和３年度

担当課⻑名農業振興課　⽔田対策係

成果目標達成に向けた対応策等

経営改善資⾦計画を適正に審査し、必要に応じて助⾔・指導を⾏う。

R5
目標

R6
目標

成果目標の達成状況 成果目標の達成状況に対する分析

令和2年度は基準値となるため、令和3年度の実施結果から記載

成果指標② 単位

R2 実績

R6
目標

実績

100
100

実績 実績 実績 実績
R3

目標
R4

目標

R2 R3
実績

目標

実績

R6年度
決算の推移（単位　千円）　　※職員人件費は含まない

実績

区分 R2年度 R3年度 R4年度

R4
目標

R5
実績

目標

　　事業総額
うち佐賀市の
負担額 198

R5年度

100 100

198

％

単位成果指標①

利⼦助成を受けて農業経営を継続している⼈の割合

100

年度

主な活動実績
令和2年度

事務事業名 農業近代化資⾦利⼦補給事業

総合計画に
おける位置づけ

担当部署・係名

事業概要・目的

事業の対象者

農業経営⼒の強化

事業期間 昭和
山田　勝利

地域資源を活かして新たな賑わいと活⼒を創出するまち     
04総合的な農業の振興施策

基本事業

⺠間⾦融機関が融資する「経営改善に必要な施設資⾦等」に対して、利⼦助成を⾏う。
※県の利⼦助成と合わせ、貸付から5年間の⾦利を無利⼦化

認定農業者等

・特別融資制度推進会議の開催。
・経営改善資⾦計画の審査・認定を⾏う。
・利⼦助成の決定及び交付を⾏う。

政策

0

50

100

150

R2 R3 R4 R5 R6

目標 実績

0

0.5

1

1.5

R2 R3 R4 R5 R6

目標 実績
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事務事業進捗報告シート
59 ~

１　事務事業の基本情報

２　成果指標の目標及び実績

３　事業成果の振返り

令和３年度
事務事業名 有害鳥獣駆除対策事業 事業期間 昭和

基本事業 農業経営⼒の強化

事業概要・目的

佐賀市鳥獣害対策協議会が⾏う有害獣類（イノシシ、アライグマ等）の防除対策及び有害鳥類（カラス、ドバ
ト、カモ等）の駆除活動と、佐賀市、神埼市及び吉野ヶ⾥町で構成する佐賀北部地域有害鳥獣広域駆除対策
協議会が⾏う有害獣類（イノシシ・アライグマ）の駆除活動を推進するとともに、イノシシの駆除活動に取り組む⾃
衛駆除隊の活動や農家⾃らが⾏う防除活動を支援するなど、有害鳥獣による農作物被害の軽減を図る。

事業の対象者 市内農業者

年度
担当部署・係名 農業振興課　農政係 担当課⻑名 山田　勝利

総合計画に
おける位置づけ

政策 地域資源を活かして新たな賑わいと活⼒を創出するまち     
施策 04総合的な農業の振興

市内の猟友会各支部や農業者と連携し、有害鳥獣に対する防除及び駆除活動を実施し、農作物被害の軽減に
取り組んだ。令和2年度は、有害獣類駆除については、通年捕獲に伴う捕獲報償⾦の増額を⾏い、有害鳥類駆
除については、夏と秋に加え新たに産卵期前の2⽉〜3⽉にカラスやカモを中⼼とした駆除を実施した。
また、有害獣類の侵入防止柵の設置については、国庫補助事業の他に協議会単独補助事業を実施した。
※令和2年度有害鳥獣駆除実績（市内）︓イノシシ︓1,763頭、アライグマ︓249頭、鳥類︓1,791⽻

令和2年度
主な活動実績

決算の推移（単位　千円）　　※職員人件費は含まない
区分 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

うち佐賀市の
負担額 16,769

　　事業総額 16,769

成果指標① 単位

有害鳥獣による農業被害額 千円

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

26,696
21,931 17,166 12,400 11,800

成果指標② 単位

有害鳥獣による農業被害面積 ha

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

成果目標の達成状況 成果目標の達成状況に対する分析

令和2年度は基準値となるため、令和3年度の実施結果から記載

成果目標達成に向けた対応策等

・引き続き協議会が主体となり、猟友会による駆除活動や農業者⾃らの防除活動を支援する。
・市としても更なる被害軽減対策を推進するため、農業者を対象とした講習会の開催や侵入防止柵の管理状況等の集落診断を実
施するとともに、防除対策に関するガイドブック、市報、ホームページ、広報誌等を活⽤し、対策を後押しする。

40.7
34 27 19 18
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事務事業進捗報告シート
18 ~

１　事務事業の基本情報

２　成果指標の目標及び実績

３　事業成果の振返り

令和３年度
事務事業名 特産物協議会支援事業 事業期間 平成

基本事業 地産地消と環境にやさしい農業の推進

事業概要・目的 市産農産物の消費拡⼤と地産地消の推進を図るため、佐賀県農業協同組合などと組織する佐賀市特産物振
興協議会が⾏う取組に要する経費に対し、助成を⾏う。

事業の対象者 佐賀市特産物振興協議会

年度
担当部署・係名 農業振興課　地産地消推進係 担当課⻑名 山田　勝利

総合計画に
おける位置づけ

政策 地域資源を活かして新たな賑わいと活⼒を創出するまち     
施策 04総合的な農業の振興

・ファーム・マイレージ運動プレゼントキャンペーン　4回
・さがん農業サポーター体験・販売イベント　　5回
・ケーブルテレビによる農産物等PR　番組制作３本、放映回数８６回
・都市部での市産農産物PR　２回

令和2年度
主な活動実績

決算の推移（単位　千円）　　※職員人件費は含まない
区分 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

うち佐賀市の
負担額 3,750

　　事業総額 3,750

成果指標① 単位

ファーム・マイレージ運動協⼒店 店舗

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

44
45 46 47 48

成果指標② 単位

さがん農業サポーター登録者数 ⼈

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

成果目標の達成状況 成果目標の達成状況に対する分析

令和2年度は基準値となるため、令和3年度の実施結果から記載

成果目標達成に向けた対応策等

市内の農家、協⼒店、各団体等の協⼒を得ながら、各種メディアや協議会のメールマガジン等を通じて、旬の市産農産物情報やPR
イベント、ファーム・マイレージ運動プレゼントキャンペーン等に関する情報を発信する。また、新たにファーム・マイレージ運動協⼒店の掘
り起こしを⾏うとともに、各種イベントにおいて消費者を対象としたさがん農業サポーターの登録PRを⾏う。

4,321
4,371 4,771 5,171 5,571
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事務事業進捗報告シート
28 ~ 2

１　事務事業の基本情報

２　成果指標の目標及び実績

３　事業成果の振返り

令和３年度
事務事業名 ニューファーマー総合支援事業 事業期間 平成 令和

基本事業 担い⼿の育成と確保

事業概要・目的 中山間地の農業者の高齢化、⼈⼝減少による不作付農地、耕作放棄地の解消のため、担い⼿確保、農業技術
の継承のためにかかる経費に対し、補助⾦を交付する。

事業の対象者 旧富⼠町・旧三瀬村の農業従事者

年度
担当部署・係名 農業振興課　⽣産者育成係（富⼠支所） 担当課⻑名 山田　勝利

総合計画に
おける位置づけ

政策 地域資源を活かして新たな賑わいと活⼒を創出するまち     
施策 04総合的な農業の振興

試験農場視察（露地・ハウス野菜の栽培指導）（参加者11名、R2.7.8）
野菜研修会（農薬適正使⽤、農業資材、栽培のポイント等）（参加者25名、R3.1.27）
新たな品種（⽔稲種⼦、白菜・キャベツ苗）の種苗配布（⽔稲種⼦2名、白菜苗9名、キャベツ苗9名）
（※令和2年度で休止事業）

0
主な活動実績

決算の推移（単位　千円）　　※職員人件費は含まない
区分 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

うち佐賀市の
負担額 19

　　事業総額 219

成果指標① 単位

研修会等参加や新品種への取組者数（累計） ⼈

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

56

成果指標② 単位

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

成果目標の達成状況 成果目標の達成状況に対する分析

令和2年度は基準値となるため、令和3年度の実施結果から記載

成果目標達成に向けた対応策等

中山間地域の農業者が⾏う「試験農場視察」や「野菜研修会」などについては、市担い⼿育成総合支援協議会の事業で、また、
「新たな品種の試験的な取り組み」については、市匠な特産品開発事業など、既存の別事業において支援を続け、各取組者数の増
加につなげていく。
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事務事業進捗報告シート
28 ~

１　事務事業の基本情報

２　成果指標の目標及び実績

３　事業成果の振返り

令和３年度
事務事業名 トレーニングファーム整備推進事業 事業期間 平成

基本事業 担い⼿の育成と確保

事業概要・目的
少⼦高齢化に伴い、佐賀市富⼠町の特産物であるホウレンソウの産地維持が困難となっているなか、市内のみな
らず、県外や農業未体験者も含めて研修⽣を募集する。トレーニングファーム専⽤の研修施設において、研修から
就農までを⽣産部会、ＪＡ、市、県、地域が⼀体となった支援を⾏い、地域の担い⼿農家の確保・育成を図る。

事業の対象者 農業に対する強い意志と意欲ある新規就農希望者

年度
担当部署・係名 農業振興課　⽣産者育成係 担当課⻑名 山田　勝利

総合計画に
おける位置づけ

政策 地域資源を活かして新たな賑わいと活⼒を創出するまち     
施策 04総合的な農業の振興

研修⽣募集活動（就農相談会への出展6回、サイト掲載等委託2社、短期研修3回）
専任講師の設置　(1⼈)
研修・就農奨励⾦　(3⼈)
居住・移住等支援⾦　(移住助成2件、研修時家賃助成4軒、修了⽣家賃助成2件）
研修⽣⽤家屋の改修　(1軒)

令和2年度
主な活動実績

決算の推移（単位　千円）　　※職員人件費は含まない
区分 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

うち佐賀市の
負担額 48

　　事業総額 9,048

成果指標① 単位

トレーニングファーム研修参加者数（累計） ⼈

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

9
13 17 21 25

成果指標② 単位

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

成果目標の達成状況 成果目標の達成状況に対する分析

令和2年度は基準値となるため、令和3年度の実施結果から記載

成果目標達成に向けた対応策等

研修⽣募集活動については、就農相談会出展などこれまでの活動に加えて、SNSの活⽤など多様な⽅法により⾏う。あわせて、研
修⽣・修了⽣へのフォローアップをさらに充実させて、成功事例を増やしていく。
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事務事業進捗報告シート
28 ~

１　事務事業の基本情報

２　成果指標の目標及び実績

３　事業成果の振返り

令和３年度
事務事業名 ＩＴ農業推進事業 事業期間 平成

基本事業 担い⼿の育成と確保

事業概要・目的
スマート農業に関する知識を深める。
ＩＴ技術を活⽤して効率的な農作業体系を整備し、収量や品質等を高め、より付加価値の高い「稼げる農業」
の確⽴を図ることで農業経営の安定を図る。

事業の対象者 市内の農業者

年度
担当部署・係名 農業振興課　⽣産者育成係 担当課⻑名 山田　勝利

総合計画に
おける位置づけ

政策 地域資源を活かして新たな賑わいと活⼒を創出するまち     
施策 04総合的な農業の振興

スマート農業についての知識を深めるための研修会の開催（R3.3.25、市⽴富⼠公⺠館）令和2年度
主な活動実績

決算の推移（単位　千円）　　※職員人件費は含まない
区分 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

うち佐賀市の
負担額 0

　　事業総額 0

成果指標① 単位

スマート農業に関する研修会等への参加者数 ⼈

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

24
50 50 100 100

成果指標② 単位

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

成果目標の達成状況 成果目標の達成状況に対する分析

令和2年度は基準値となるため、令和3年度の実施結果から記載

成果目標達成に向けた対応策等

省⼒化や⾃動化を推進するスマート農業に取り組むことにより、農業経営の健全化を図るための⼀つの⼿段としてもらうよう、研修会
開催等の周知を図る。

0

50

100

150

R2 R3 R4 R5 R6

目標 実績

0

0.5

1

1.5

R2 R3 R4 R5 R6

目標 実績
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事務事業実績報告シート

元 ~ 2

１　事務事業の基本情報

２　事業の活動実績

３　活動実績の推移に関する分析及び今後の⾒込み

令和３年度

事務事業名 営農再開・草勢樹勢回復等被害対策事業 事業期間 令和 年度
担当部署・係名 農業振興課　施設整備支援係 担当課⻑名 山田　勝利

令和

基本事業 農業経営⼒の強化

事業概要・目的

令和元年に発⽣した豪⾬（８⽉２７⽇〜２８⽇）及び台風１７号等の潮風害等により農作物等の被害を
受けた農業者の再⽣産意欲の高揚と経営の安定を図るため、被災した作物や転換作物の令和元年度中の営農
再開や、次期作の栽培開始に必要となる⽣産資材の購入に要する経費の⼀部を補助する。
　令和２年度︓　⽔稲・⼤⾖の種⼦代への補助（令和元年度の繰越し事業）

事業の対象者 農業者、農業者の組織する団体、農業協同組合

総合計画に
おける位置づけ

政策 地域資源を活かして新たな賑わいと活⼒を創出するまち     
施策 04総合的な農業の振興

根拠法令等 営農再開・草勢樹勢回復等被害対策事業費補助⾦交付要綱

決算額の推移（単位　千円）　　※職員人件費は含まない
区分 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

　　事業費総額 10,471
うち佐賀市の
負担額 0

活動実績① 単位

受益⼾数 ⼾

R2実績 R3実績 R4実績 R5実績 R6実績

1,520

令和元年に発⽣した豪⾬（８⽉２７⽇〜２８⽇）及び台風１７号等による潮風害等、農作物等への被害を受けた農業者に
補助を⾏うことで、再⽣産意欲の高揚と経営の安定を図ることができた。
本事業は時限事業のため、令和２年度で終了。

受益面積 ha

R2実績 R3実績 R4実績 R5実績 R6実績

2,743

活動実績② 単位

0
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事務事業実績報告シート

12 ~

１　事務事業の基本情報

２　事業の活動実績

３　活動実績の推移に関する分析及び今後の⾒込み

・中山間地域での農業を取り巻く環境は厳しい状況であり、「耕作放棄の防止」や「多面的機能の維持」のためには、この交付⾦が
欠かせないものとなっている。
・今後も、説明会や事業案内を⾏うことで制度の周知を図り、「耕作放棄の防止」や「多面的機能の維持」に努めていく。

R2実績 R3実績 R4実績 R5実績 R6実績

活動実績② 単位

活動実績① 単位

協定農⽤地のうち農業⽣産活動等を⾏った面積の割合 ％

R2実績 R3実績 R4実績 R5実績 R6実績

100

　　事業費総額 205,110
うち佐賀市の
負担額 52,113

根拠法令等 農業の有する多面的機能の発揮の促進に関する法律、中山間地域等直接支払交付⾦交付要綱等

決算額の推移（単位　千円）　　※職員人件費は含まない
区分 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

基本事業 担い⼿の育成と確保

事業概要・目的

農業⽣産条件が不利な中山間地域で、農業⽣産活動を継続することを目的とし、耕作放棄の発⽣防止や農地
の多面的機能維持に繋がっている。農業者が集落協定を締結し、農業⽣産活動等を共同で⾏っていく。
≪主な交付単価≫
田︓急傾斜地　21,000円/10a、緩傾斜地　8,000円/10a
畑︓急傾斜地　11,500円/10a、緩傾斜地　3,500円/10a

事業の対象者 集落協定に参加する農業者（富⼠・三瀬の全域、⼤和・⾦⽴・久保泉の⼀部）

総合計画に
おける位置づけ

政策 地域資源を活かして新たな賑わいと活⼒を創出するまち     
施策 04総合的な農業の振興

年度
担当部署・係名 農業振興課　⽔田対策係 担当課⻑名 山田　勝利

令和３年度

事務事業名 中山間地域等直接支払事業 事業期間 平成

0

50

100

150

R2 R3 R4 R5 R6

0

1

1

R2 R3 R4 R5 R6

9



事務事業実績報告シート

23 ~ 6

１　事務事業の基本情報

２　事業の活動実績

３　活動実績の推移に関する分析及び今後の⾒込み

 環境保全型農業は、慣⾏栽培に⽐べ、除草作業や防除作業に労働⼒が必要であり、高齢農家を中⼼に労働⼒を確保することが
難しい。⼀⽅で、安全・安⼼な農産物を求める消費者のニーズや⽣産者の意向もあり、取組団体や面積は現状維持で推移すると
思われる。

活動の取組面積 ㎡

R2実績 R3実績 R4実績 R5実績 R6実績

4,053

活動実績② 単位

活動実績① 単位

活動の取組団体数 組織

R2実績 R3実績 R4実績 R5実績 R6実績

5

　　事業費総額 2,588
うち佐賀市の
負担額 647

根拠法令等 農業の有する多面的機能の発揮の促進に関する法律、環境保全型農業直接支払交付⾦事業実施要綱

決算額の推移（単位　千円）　　※職員人件費は含まない
区分 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

基本事業 地産地消と環境にやさしい農業の推進

事業概要・目的

農業の持続的発展と多面的機能の健全な発揮を図るとともに、農業が本来有する⾃然循環機能を維持・増進す
ることを目的として、⾃然環境の保全に資する農業⽣産活動を⾏った農業者の組織する団体に対し、交付⾦を交
付する。

活動内容︓有機農業、⼤⾖の不耕起播種、カバークロップ、⽔稲の冬季湛⽔等

事業の対象者 農業者の組織する団体

総合計画に
おける位置づけ

政策 地域資源を活かして新たな賑わいと活⼒を創出するまち     
施策 04総合的な農業の振興

年度
担当部署・係名 農業振興課　施設整備支援係 担当課⻑名 山田　勝利

令和

令和３年度

事務事業名 環境保全型農業直接支払交付⾦交付事業 事業期間 平成
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事務事業実績報告シート

50 ~

１　事務事業の基本情報

２　事業の活動実績

３　活動実績の推移に関する分析及び今後の⾒込み

現在、市内の畜産農家が飼養する家畜において、家畜伝染病の発⽣は確認されていない。
ただし、近年の国内外での家畜伝染病の発⽣状況を鑑みると、防疫の重要性はますます高まっており、当該事業による防疫対策の
継続が必要である。

消毒液配布畜産農家⼾数 ⼾

R2実績 R3実績 R4実績 R5実績 R6実績

35

活動実績② 単位

活動実績① 単位

予防注射接種頭数（延べ） 頭

R2実績 R3実績 R4実績 R5実績 R6実績

1,666

　　事業費総額 198
うち佐賀市の
負担額 198

根拠法令等 家畜伝染病予防法、佐賀市畜産関係補助⾦交付要綱

決算額の推移（単位　千円）　　※職員人件費は含まない
区分 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

基本事業 農業経営⼒の強化

事業概要・目的 家畜の健康保持及び⾃衛防疫を推進し、家畜伝染病の発⽣を防止するため、佐賀市家畜畜産物衛⽣指導協
会が実施する予防注射事業及び消毒液購入事業に対して助成を⾏う。

事業の対象者 市内畜産農家（佐賀市家畜畜産物衛⽣指導協会会員）

総合計画に
おける位置づけ

政策 地域資源を活かして新たな賑わいと活⼒を創出するまち     
施策 04総合的な農業の振興

年度
担当部署・係名 農業振興課　農政係 担当課⻑名 山田　勝利

令和３年度

事務事業名 家畜防疫対策事業 事業期間 昭和
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事務事業進捗報告シート
50 ~

１　事務事業の基本情報

２　成果指標の目標及び実績

３　事業成果の振返り

令和３年度
事務事業名 死亡獣畜処理対策事業 事業期間 昭和

基本事業 農業経営⼒の強化

事業概要・目的 畜産農家が⾏う死亡獣畜の搬送に要する経費の⼀部を助成することにより、畜産農家の費⽤負担の軽減を図る
とともに、適正な処理を推進することで、不法な投棄及び埋却を防止し、公衆衛⽣の保全を図る。

事業の対象者 市内の畜産農家【牛、豚、馬飼養農家】

年度
担当部署・係名 農業振興課　農政係 担当課⻑名 山田　勝利

総合計画に
おける位置づけ

政策 地域資源を活かして新たな賑わいと活⼒を創出するまち     
施策 04総合的な農業の振興

市内の畜産農家が、死亡獣畜を県外の処分場まで搬送するために要した経費に対し、⼀部助成を⾏った。
令和2年度死亡獣畜処理頭数︓74頭令和2年度

主な活動実績

決算の推移（単位　千円）　　※職員人件費は含まない
区分 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

うち佐賀市の
負担額 350

　　事業総額 700

成果指標① 単位

死亡獣畜の不法投棄頭数 頭

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

0
0 0 0 0

成果指標② 単位

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

成果目標の達成状況 成果目標の達成状況に対する分析

令和2年度は基準値となるため、令和3年度の実施結果から記載

成果目標達成に向けた対応策等

現在、死亡獣畜の不法投棄及び埋却は発⽣しておらず、公衆の衛⽣は保たれている。そのため、当該事業による対策の継続が必
要である。

0
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目標 実績
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目標 実績
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事務事業進捗報告シート
59 ~

１　事務事業の基本情報

２　成果指標の目標及び実績

３　事業成果の振返り

令和３年度
事務事業名 畜産振興促進事業 事業期間 昭和

基本事業 農業経営⼒の強化

事業概要・目的 優良種雌牛の導入、雌雄判別精液の交配及び優良種雌牛の⾃家保留に係る登記に要する費⽤の⼀部を助成
することにより、仔牛の品質向上及び能⼒の高い乳⽤の後継牛の確保を図り、畜産農家の所得向上を目指す。

事業の対象者 市内畜産農家（牛）

年度
担当部署・係名 農業振興課　農政係 担当課⻑名 山田　勝利

総合計画に
おける位置づけ

政策 地域資源を活かして新たな賑わいと活⼒を創出するまち     
施策 04総合的な農業の振興

＜佐賀県農業協同組合を通じて助成＞
・優良種雌牛導入（育成牛・初妊牛貸付）︓17頭　・優良種雌牛凍結精液購入︓24本
・優良種雌牛⾃家保留登記︓25頭
＜直接助成＞
・優良種雌牛導入︓3頭

令和2年度
主な活動実績

決算の推移（単位　千円）　　※職員人件費は含まない
区分 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

うち佐賀市の
負担額 4,991

　　事業総額 4,991

成果指標① 単位

優良種雌牛の導入頭数 頭

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

20
18 18 18 18

成果指標② 単位

市内対象農家⼾数（牛飼養） ⼾

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

成果目標の達成状況 成果目標の達成状況に対する分析

令和2年度は基準値となるため、令和3年度の実施結果から記載

成果目標達成に向けた対応策等

畜産農家の資質向上と経営の安定化を図るためには、優良な雌牛の導入等が必要なことから、引き続き佐賀県農業協同組合と連
携を図り、畜産の振興及び促進を図っていく。

25
24 24 24 24
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事務事業実績報告シート

2 ~ 2

１　事務事業の基本情報

２　事業の活動実績

３　活動実績の推移に関する分析及び今後の⾒込み

令和３年度

事務事業名 佐賀牛等肥育素牛導入緊急対策事業 事業期間 令和 年度
担当部署・係名 農業振興課　農政係 担当課⻑名 山田　勝利

令和

基本事業 農業経営⼒の強化

事業概要・目的
新型コロナウイルス感染症の影響により、経営が悪化している市内の⾁⽤牛肥育農家が⾏う⾁⽤牛の出荷に要す
る経費の⼀部を助成することにより、営農意欲の維持と経営安定を図る。

事業の対象者 市内の佐賀牛等肥育農家（2⼾）

総合計画に
おける位置づけ

政策 地域資源を活かして新たな賑わいと活⼒を創出するまち     
施策 04総合的な農業の振興

根拠法令等 佐賀牛等肥育素牛導入緊急対策事業費補助⾦交付要綱

決算額の推移（単位　千円）　　※職員人件費は含まない
区分 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

　　事業費総額 980
うち佐賀市の
負担額 0

活動実績① 単位

事業対象肥育農家⼾数 ⼾

R2実績 R3実績 R4実績 R5実績 R6実績

2

国の新型コロナウイルス感染症対策地⽅創⽣臨時交付⾦を活⽤した事業であり、令和２年度のみの事業である。

事業対象牛頭数 頭

R2実績 R3実績 R4実績 R5実績 R6実績

49

活動実績② 単位

0

1

2

3

R2 R3 R4 R5 R6

0

20

40

60

R2 R3 R4 R5 R6
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事務事業実績報告シート

元 ~ 4

１　事務事業の基本情報

２　事業の活動実績

３　活動実績の推移に関する分析及び今後の⾒込み

作付面積は今後も現状の面積で推移すると考えられるため、効率的で⼤規模な⼟地利⽤型農業の確⽴のため、引き続き担い⼿へ
の支援を⾏う必要がある。また、低コストで安定的な⽣産を図るための新技術の導入について推進を⾏う。

受益面積 ha

R2実績 R3実績 R4実績 R5実績 R6実績

6

活動実績② 単位

活動実績① 単位

受益⼾数 ⼾

R2実績 R3実績 R4実績 R5実績 R6実績

33

　　事業費総額 254
うち佐賀市の
負担額 59

根拠法令等 佐賀段階　米・⻨・⼤⾖競争⼒強化対策事業実施要領、佐賀段階　米・⻨・⼤⾖競争⼒強化対策事業補助⾦交付要綱

決算額の推移（単位　千円）　　※職員人件費は含まない
区分 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

基本事業 農業経営⼒の強化

事業概要・目的

　⽔田農業の担い⼿の経営体質を強化するため、⼤幅な省⼒化・低コスト化が可能となる新技術等の導入や、
地域農業の担い⼿が不⾜する中山間地域等に効率的な営農活動を⾏うために必要な農業機械・施設の導入に
対する支援等により、安全・安⼼な売れる米・⻨・⼤⾖づくりを推進する。
　　補助対象機械︓　⽔稲直播⽤機械、排⽔対策⽤機械、逆転ロータリーなど

事業の対象者 集落営農法⼈、農地所有適格法⼈、認定農業者、及び農業者の組織する団体等

総合計画に
おける位置づけ

政策 地域資源を活かして新たな賑わいと活⼒を創出するまち     
施策 04総合的な農業の振興

年度
担当部署・係名 農業振興課　施設整備支援係 担当課⻑名 山田　勝利

令和

令和３年度

事務事業名 低コスト・高品質化条件整備事業 事業期間 令和

0

10

20

30

40

R2 R3 R4 R5 R6

0

2

4

6

R2 R3 R4 R5 R6
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事務事業実績報告シート

28 ~ 元

１　事務事業の基本情報

２　事業の活動実績

３　活動実績の推移に関する分析及び今後の⾒込み

この事業は令和元年度事業を繰越して実施したものであり、本事業は令和２年度から「産地⽣産基盤パワーアップ事業」として改編
される。なお、市内各所に設置された共同乾燥調製貯蔵施設（カントリーエレベーター）等の⽼朽化が進んでいるため、引き続き⼤
型施設の整備事業等について支援を⾏っていく。

受益面積 ｈａ

R2実績 R3実績 R4実績 R5実績 R6実績

2,170

活動実績② 単位

活動実績① 単位

受益⼾数 ⼾

R2実績 R3実績 R4実績 R5実績 R6実績

1,124

　　事業費総額 851,986
うち佐賀市の
負担額 0

根拠法令等 産地パワーアップ事業実施要領、産地バワーアップ事業補助⾦交付要綱

決算額の推移（単位　千円）　　※職員人件費は含まない
区分 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

基本事業 農業経営⼒の強化

事業概要・目的

　⽔田・畑作等の産地が創意工夫を活かし、地域の強みを活かして起こすイノベーションを促進することにより、農
業の国際競争⼒の強化を図るため、地域の営農戦略に基づいて実施する産地の高収益化に向けた取組を支援
する。まとまりをもった産地が、施設や機械等を整備することで、収益性の向上やコストの削減が図られ、市農業の
今後の産地としての維持・強化が可能となる。
　令和2年度︓川副地区カントリーエレベーター新設に対する助成(令和元年度繰越事業)

事業の対象者 農業協同組合、農業者が組織する団体、農業者等

総合計画に
おける位置づけ

政策 地域資源を活かして新たな賑わいと活⼒を創出するまち     
施策 04総合的な農業の振興

年度
担当部署・係名 農業振興課　施設整備支援係 担当課⻑名 山田　勝利

令和

令和３年度

事務事業名 耕種作物共同利⽤施設整備事業（産地パワーアップ事業） 事業期間 平成

0

500

1,000

1,500

R2 R3 R4 R5 R6

0

1,000

2,000

3,000

R2 R3 R4 R5 R6
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事務事業進捗報告シート
28 ~

１　事務事業の基本情報

２　成果指標の目標及び実績

３　事業成果の振返り

令和３年度
事務事業名 農業次世代⼈材投資資⾦（経営開始型）交付事業 事業期間 平成

基本事業 担い⼿の育成と確保

事業概要・目的

経営が不安定な就農初期段階（5年以内）の⻘年就農者に対して、就農意欲の喚起と就農後の経営安定を
図るため、⼀⼈当たり年間最⼤１５０万円の資⾦を交付する。これにより新規就農者を定着させ、４９歳以下
の担い⼿を増加させる。

事業の対象者 独⽴・⾃営就農の要件を満たした認定新規就農者

年度
担当部署・係名 農業振興課　⽣産者育成係 担当課⻑名 山田　勝利

総合計画に
おける位置づけ

政策 地域資源を活かして新たな賑わいと活⼒を創出するまち     
施策 04総合的な農業の振興

【資⾦の交付⼈数と⾦額】
令和２年度︓40⼈（45,796,675円）　（うち夫婦12⼈（11,625,000円））
　　※全40⼈のうち　新規採択者7⼈（8,625,000円）、前年度からの継続者33⼈（37,171,675円）令和2年度

主な活動実績

決算の推移（単位　千円）　　※職員人件費は含まない
区分 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

うち佐賀市の
負担額 0

　　事業総額 45,797

成果指標① 単位

年度末時点での当該年度資⾦交付者の農業定着率 ％

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

97.5
100 100 100 100

成果指標② 単位

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

成果目標の達成状況 成果目標の達成状況に対する分析

令和2年度は基準値となるため、令和3年度の実施結果から記載

成果目標達成に向けた対応策等

県やJAなどの関係機関と⼀体となり、営農指導など経営確⽴に向けて継続的に支援していく。

96

98

100

102

R2 R3 R4 R5 R6

目標 実績

0

0.5

1

1.5

R2 R3 R4 R5 R6

目標 実績
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事務事業実績報告シート

25 ~

１　事務事業の基本情報

２　事業の活動実績

３　活動実績の推移に関する分析及び今後の⾒込み

　佐賀市は旧市町村単位（佐賀市、諸富町、⼤和町、富⼠町、三瀬村、川副町、東与賀町、久保田町）で地域農業再⽣協
議会が存在している。今後も農業者に対し、地域の実情に合わせた支援を⾏うため、8つの地域協議会が経営所得安定対策等の
業務を⾏う⾒込みである。

R2実績 R3実績 R4実績 R5実績 R6実績

活動実績② 単位

活動実績① 単位

交付団体数 個

R2実績 R3実績 R4実績 R5実績 R6実績

8

　　事業費総額 4,921
うち佐賀市の
負担額 0

根拠法令等 経営所得安定対策等推進事業費補助⾦交付要綱（国・県・市）

決算額の推移（単位　千円）　　※職員人件費は含まない
区分 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

基本事業 農業経営⼒の強化

事業概要・目的

　国の経営所得安定対策及び⽔田活⽤の直接支払交付⾦の事務を⾏っている地域農業再⽣協議会に対し、
事業の推進のため必要となる経費を助成する。

※　地域農業再⽣協議会
　県と市の⾏政機関と農業委員会、これにJA、農業共済組合、⼟地改良区、⽣産組合協議会、担い⼿代表者
等で構成する組織。主な業務は、国の経営所得安定対策交付⾦の事務と、米の⽣産調整に関する⽅針決定や
助⾔・指導を⾏っている。

事業の対象者 地域農業再⽣協議会

総合計画に
おける位置づけ

政策 地域資源を活かして新たな賑わいと活⼒を創出するまち     
施策 04総合的な農業の振興

年度
担当部署・係名 農業振興課　⽔田対策係 担当課⻑名 山田　勝利

令和３年度

事務事業名 経営所得安定対策事業 事業期間 平成

0

5

10

R2 R3 R4 R5 R6

0

1

1

R2 R3 R4 R5 R6

18



事務事業実績報告シート

26 ~

１　事務事業の基本情報

２　事業の活動実績

３　活動実績の推移に関する分析及び今後の⾒込み

協⼒⾦の交付条件が厳しいため、今後も交付の⾒込みは少ない。
なお、機構への農地の貸し付けについて、令和２年度は契約期間の満了に係る更新が集中し、例年に⽐べて面積が非常に多くなっ
た。

協⼒⾦交付件数 件

R2実績 R3実績 R4実績 R5実績 R6実績

0

活動実績② 単位

活動実績① 単位

機構への貸付面積 ｈａ

R2実績 R3実績 R4実績 R5実績 R6実績

120

　　事業費総額 0
うち佐賀市の
負担額 0

根拠法令等 農地集積・集約化対策事業実施要綱、農地集積・集約化対策事業費補助⾦交付要綱

決算額の推移（単位　千円）　　※職員人件費は含まない
区分 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

基本事業 農業経営⼒の強化

事業概要・目的

農業者が農地中間管理機構へ農地の貸し付けを⾏い、機構が担い⼿へ農地を貸し出すことで、農地の集積・集
約化を図る。
・まとまった農地を機構に貸し付けた地域等に対し、協⼒⾦を交付する。（地域集積協⼒⾦）
・経営転換やリタイヤする農業者が、機構に全ての農地を１０年以上貸し付ける場合に、協⼒⾦を交付する。
（経営転換協⼒⾦）

事業の対象者 農地中間管理機構へ農地を貸し付けた農業者や地域

総合計画に
おける位置づけ

政策 地域資源を活かして新たな賑わいと活⼒を創出するまち     
施策 04総合的な農業の振興

年度
担当部署・係名 農業振興課　⽔田対策係 担当課⻑名 山田　勝利

令和３年度

事務事業名 機構集積協⼒⾦交付事業 事業期間 平成

0

50

100

150

R2 R3 R4 R5 R6

0

1

1

R2 R3 R4 R5 R6
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事務事業進捗報告シート
28 ~

１　事務事業の基本情報

２　成果指標の目標及び実績

３　事業成果の振返り

令和３年度
事務事業名 集落営農組織法⼈化モデル支援事業 事業期間 平成

基本事業 担い⼿の育成と確保

事業概要・目的 集落営農組織の法⼈化は、地域農業の担い⼿の⼀つとして、さらなる農業経営発展や組織の維持・持続性を確
保するために検討することが必要となっており、法⼈設⽴前後を総合的に支援する。

事業の対象者 ・集落営農組織等から法⼈化へ移⾏を検討する組織　・集落営農組織から法⼈へ移⾏した組織等

年度
担当部署・係名 農業振興課　⽣産者育成係 担当課⻑名 山田　勝利

総合計画に
おける位置づけ

政策 地域資源を活かして新たな賑わいと活⼒を創出するまち     
施策 04総合的な農業の振興

・法⼈設⽴への移⾏準備等の経費に対する補助（東与賀地区集落営農法⼈設⽴準備委員会、神⽔川流域
農地管理組織設⽴準備委員会　２件）
・集落営農法⼈の設⽴初期に要する経費に対する補助（東与賀農事組合法⼈　１件）
　（※令和２年度までの事業）

令和2年度
主な活動実績

決算の推移（単位　千円）　　※職員人件費は含まない
区分 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

うち佐賀市の
負担額 1,471

　　事業総額 3,214

成果指標① 単位

集落営農組織から法⼈へ移⾏した組織（累計） 組織

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

37
120 120 120 120

成果指標② 単位

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

成果目標の達成状況 成果目標の達成状況に対する分析

令和2年度は基準値となるため、令和3年度の実施結果から記載

成果目標達成に向けた対応策等

集落営農組織に存在する農地管理などの諸問題に対して、⾃らの問題として認識し、集落営農組織内での話し合う機会を増やす
よう促していく。

0

50

100

150

R2 R3 R4 R5 R6

目標 実績

0

0.5

1

1.5

R2 R3 R4 R5 R6

目標 実績
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事務事業進捗報告シート
18 ~

１　事務事業の基本情報

２　成果指標の目標及び実績

３　事業成果の振返り
成果目標の達成状況 成果目標の達成状況に対する分析

令和2年度は基準値となるため、令和3年度の実施結果から記載

成果目標達成に向けた対応策等

現在、県下で「さが園芸⽣産８８８億円推進運動」が展開されており、協議会を構成する⽣産部会においても、部会としての目標
や、その実現に向けた取組を計画している。積極的な活動を促進するため、引き続き支援を⾏っていく。

成果指標② 単位

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

成果指標① 単位

佐賀市における野菜・果樹・花きの作付面積 ha

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

513
513 513 513 513

うち佐賀市の
負担額 400

　　事業総額 400

佐賀県農業協同組合中部地区（佐賀市）園芸特産振興協議会に補助⾦を交付した。
協議会の活動内容︓　市場視察、園芸振興先進地視察、販売促進活動　等令和2年度

主な活動実績

決算の推移（単位　千円）　　※職員人件費は含まない
区分 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

事業の対象者 佐賀県農業協同組合中部地区（佐賀市）園芸特産振興協議会

年度
担当部署・係名 農業振興課　施設整備支援係 担当課⻑名 山田　勝利

総合計画に
おける位置づけ

政策 地域資源を活かして新たな賑わいと活⼒を創出するまち     
施策 04総合的な農業の振興

令和３年度
事務事業名 園芸特産物集団化育成事業 事業期間 平成

基本事業 農業経営⼒の強化

事業概要・目的 園芸特産物の安定的な⽣産及び技術の向上を図るとともに意欲ある園芸農業の育成を図るため、協議会の活動
に要する経緯の⼀部を補助する。

0

200

400

600

R2 R3 R4 R5 R6

目標 実績

0

0.5

1

1.5

R2 R3 R4 R5 R6

目標 実績
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事務事業実績報告シート

2 ~

１　事務事業の基本情報

２　事業の活動実績

３　活動実績の推移に関する分析及び今後の⾒込み

市内各所に設置された共同乾燥調製貯蔵施設（カントリーエレベーター）等の⽼朽化が進んでいるため、引き続き⼤型施設の整
備事業等について支援を⾏っていく。

受益面積（米・⻨の合算） ｈａ

R2実績 R3実績 R4実績 R5実績 R6実績

1,283

活動実績② 単位

活動実績① 単位

受益⼾数 ⼾

R2実績 R3実績 R4実績 R5実績 R6実績

270

　　事業費総額 252,742
うち佐賀市の
負担額 0

根拠法令等 産地⽣産基盤パワーアップ事業実施要領、産地⽣産基盤バワーアップ事業補助⾦交付要綱

決算額の推移（単位　千円）　　※職員人件費は含まない
区分 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

基本事業 農業経営⼒の強化

事業概要・目的

　⽔田・畑作等の産地が創意工夫を活かし、地域の強みを活かして起こすイノベーションを促進することにより、農
業の国際競争⼒の強化を図るため、地域の営農戦略に基づいて実施する産地の高収益化に向けた取組を支援
する。まとまりをもった産地が、施設や機械等を整備することで、収益性の向上やコストの削減が図られ、市農業の
今後の産地としての維持・強化が可能となる。
令和2年度︓東与賀地区の米⻨⼤規模乾燥調製貯蔵施設の機能強化に必要な設備（トラックスケール・貯蔵
乾燥設備・籾摺調製出荷設備）の整備にする助成

事業の対象者 農業協同組合、農業者が組織する団体、農業者等

総合計画に
おける位置づけ

政策 地域資源を活かして新たな賑わいと活⼒を創出するまち     
施策 04総合的な農業の振興

年度
担当部署・係名 農業振興課　施設整備支援係 担当課⻑名 山田　勝利

令和３年度

事務事業名 耕種作物共同利⽤施設整備事業（産地⽣産基盤パワーアップ事業） 事業期間 令和
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事務事業進捗報告シート
2 ~

１　事務事業の基本情報

２　成果指標の目標及び実績

３　事業成果の振返り
成果目標の達成状況 成果目標の達成状況に対する分析

令和2年度は基準値となるため、令和3年度の実施結果から記載

成果目標達成に向けた対応策等

農家等の処理費負担軽減により、廃棄ビニールの焼却・不法投棄を防止し、⽣産地の環境保全と園芸農業振興を図るため、引き
続き各農業⽣産資材廃棄物適正処理推進協議会に対し補助を⾏う。

成果指標② 単位

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

成果指標① 単位

佐賀市における野菜・果樹・花きの作付面積 ha

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

513
513 513 513 513

うち佐賀市の
負担額 1,994

　　事業総額 1,994

市内に組織する農業⽣産資材廃棄物適正処理推進協議会（佐賀・諸富・⼤和・富⼠・川副・東与賀・久保
田）に補助を⾏った。三瀬については神埼地区農業⽣産資材廃棄物適正処理推進協議会へ加入のため、負担
⾦を支払った。
農業⽤廃プラスチック
・フィルム（ハウス、トンネル、マルチなど）・その他のプラスチック（寒冷しゃ、育苗箱、肥料袋等）

令和2年度
主な活動実績

決算の推移（単位　千円）　　※職員人件費は含まない
区分 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

事業の対象者 農業⽣産資材廃棄物適正処理推進協議会

年度
担当部署・係名 農業振興課　施設整備支援係 担当課⻑名 山田　勝利

総合計画に
おける位置づけ

政策 地域資源を活かして新たな賑わいと活⼒を創出するまち     
施策 04総合的な農業の振興

令和３年度
事務事業名 農業⽣産資材廃棄物適正処理事業 事業期間 平成

基本事業 農業経営⼒の強化

事業概要・目的
各農業⽣産資材廃棄物適正処理推進協議会が実施する、農家等から排出される廃棄農業⽣産資材の集団
回収処理事業に対し、補助を⾏うことで、農家等の処理費負担軽減を⾏い、廃棄ビニールの焼却・不法投棄を防
止し、⽣産地の環境保全と園芸農業振興を図る。
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事務事業実績報告シート

元 ~ 4

１　事務事業の基本情報

２　事業の活動実績

３　活動実績の推移に関する分析及び今後の⾒込み

令和２年度は２０件の農家や農家の組織する団体等に対し、収量・品質の向上や低コス化、規模拡⼤などに必要な機械や施設
の導入に対し、助成を⾏った。
佐賀県が実施している「さが園芸⽣産８８８億円推進運動（佐賀県の園芸農業算出額を令和10年度までに888億円に拡⼤す
る）」の推進に伴い、構成団体である本市においても、当該事業の事業量の増加が⾒込まれる。

取組面積 a

R2実績 R3実績 R4実績 R5実績 R6実績

4,976

活動実績② 単位

活動実績① 単位

取組件数 件

R2実績 R3実績 R4実績 R5実績 R6実績

20

　　事業費総額 106,065
うち佐賀市の
負担額 19,561

根拠法令等 さが園芸⽣産８８８億円推進事業実施要領、さが園芸⽣産８８８億円推進事業費補助⾦交付要綱

決算額の推移（単位　千円）　　※職員人件費は含まない
区分 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

基本事業 農業経営⼒の強化

事業概要・目的

所得向上に向けた収量・品質の向上や低コスト化、規模拡⼤などの収益性の高い園芸農業に取り組む農業者に
対し補助⾦を交付することにより、農家所得向上の実現及び新規就農者等の農業への定着を図ることができる。

導入設備・機械︓　　園芸⽤パイプハウス、いちご高設栽培施設、省⼒防除機械・装置　等

事業の対象者 農事組合法⼈、農地所有適格法⼈、認定農業者、認定新規就農者、及び農業者の組織する団体等

総合計画に
おける位置づけ

政策 地域資源を活かして新たな賑わいと活⼒を創出するまち     
施策 04総合的な農業の振興

年度
担当部署・係名 農業振興課　施設整備支援係 担当課⻑名 山田　勝利

令和

令和３年度

事務事業名 さが園芸⽣産８８８億円推進事業 事業期間 令和

0

10

20

30

R2 R3 R4 R5 R6

0

2,000

4,000

6,000

R2 R3 R4 R5 R6

24



事務事業進捗報告シート
13 ~

１　事務事業の基本情報

２　成果指標の目標及び実績

３　事業成果の振返り
成果目標の達成状況 成果目標の達成状況に対する分析

令和2年度は基準値となるため、令和3年度の実施結果から記載

成果目標達成に向けた対応策等

市内直売所における消費者の周遊性を高めるためスタンプラリーを開催し、ポスターやチラシ等により直売所・加工所及び農産物等の
魅⼒を消費者に伝える。また、アンケート調査等により消費者ニーズを把握し、満⾜度の高い消費者交流事業を実施し、佐賀市農
業ファンを開拓していく。

96
100 100 100 100

成果指標② 単位

消費者交流事業の満⾜度 ％

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

成果指標① 単位

スタンプラリー応募⼝数 件

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

500
510 520 530 540

うち佐賀市の
負担額 300

　　事業総額 300

・消費者交流事業（ふるさと⾃慢教室）の開催　２回（参加者数６２⼈）
・研修会の開催　１回
・直売所PR活動（さがんパワー倶楽部スタンプラリー企画）　1回

令和2年度
主な活動実績

決算の推移（単位　千円）　　※職員人件費は含まない
区分 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

事業の対象者 佐賀市農産物直売所・加工所連絡協議会

年度
担当部署・係名 農業振興課　地産地消推進係 担当課⻑名 山田　勝利

総合計画に
おける位置づけ

政策 地域資源を活かして新たな賑わいと活⼒を創出するまち     
施策 04総合的な農業の振興

令和３年度
事務事業名 直売所・加工所連絡協議会支援事業 事業期間 平成

基本事業 地産地消と環境にやさしい農業の推進

事業概要・目的 直売所・加工所の魅⼒を向上させ、市産農産物の消費を拡⼤するため、市内の直売所・加工所で構成する協議
会が⾏う研修会、消費者交流事業などの取組に要する経費に対し、助成を⾏う。
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事務事業進捗報告シート
17 ~

１　事務事業の基本情報

２　成果指標の目標及び実績

３　事業成果の振返り
成果目標の達成状況 成果目標の達成状況に対する分析

令和2年度は基準値となるため、令和3年度の実施結果から記載

成果目標達成に向けた対応策等

営農の継続や産地の維持に向けて、引き続き対象者に支援を⾏っていく。

成果指標② 単位

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

成果指標① 単位

佐賀市における野菜・果樹・花きの作付面積 ha

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

513
513 513 513 513

うち佐賀市の
負担額 2,343

　　事業総額 2,543

対象者に補助⾦を交付した。
導入した設備︓　⼟壌⽔分管理資材（タイベックシート）、⾃然災害の被害軽減に有効な資材　等令和2年度

主な活動実績

決算の推移（単位　千円）　　※職員人件費は含まない
区分 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

事業の対象者 農業者及び農業者の組織する団体等

年度
担当部署・係名 農業振興課　施設整備支援係 担当課⻑名 山田　勝利

総合計画に
おける位置づけ

政策 地域資源を活かして新たな賑わいと活⼒を創出するまち     
施策 04総合的な農業の振興

令和３年度
事務事業名 施設園芸導入推進事業 事業期間 平成

基本事業 農業経営⼒の強化

事業概要・目的
まとまった農地を確保することが難しく国県補助事業の対象とならない地域等における小規模ハウスの建設、みかん
のブランド化を推進するための⼟壌⽔分管理資材（タイベックシート）等の導入、⾃然災害の被害軽減に有効な
資材等の導入に対して補助を⾏うことで営農の継続を支援し、産地の維持に努める。
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事務事業進捗報告シート
20 ~

１　事務事業の基本情報

２　成果指標の目標及び実績

３　事業成果の振返り
成果目標の達成状況 成果目標の達成状況に対する分析

令和2年度は基準値となるため、令和3年度の実施結果から記載

成果目標達成に向けた対応策等

初期投資に係る経費負担を軽減することにより、新たな特産物の栽培等へのインセンティブを付与し、農家の試験栽培を支援する。
事業の対象となる作物は、農業団体等と連携協⼒し、農家の所得向上につながる品種、品目（需要が高いもの、作業負担の少な
いもの、地域で初めて導入するもの等）を選定していく。

75
76 77 78 79

成果指標② 単位

助成後に売上⾦額が増加した取組の割合 ％

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

成果指標① 単位

助成を⾏った取組件数 件

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

12
12 12 12 12

うち佐賀市の
負担額 1,725

　　事業総額 1,725

・試験栽培等を⾏った品目
　コールラビ、ミニトマト、⼤根、唐辛⼦、ブロッコリー、玉ねぎ、スイートコーン、あーさい、
　スナップエンドウ、アスパラガス

令和2年度
主な活動実績

決算の推移（単位　千円）　　※職員人件費は含まない
区分 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

事業の対象者 佐賀県農業協同組合

年度
担当部署・係名 農業振興課　地産地消推進係 担当課⻑名 山田　勝利

総合計画に
おける位置づけ

政策 地域資源を活かして新たな賑わいと活⼒を創出するまち     
施策 04総合的な農業の振興

令和３年度
事務事業名 匠な特産物開発事業 事業期間 平成

基本事業 農業経営⼒の強化

事業概要・目的 農家の所得向上を図るため、流通関係者の求める新たな農産物の栽培や独⾃に新たな品目等の栽培に要する
経費に対し、助成を⾏う。
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事務事業進捗報告シート
25 ~

１　事務事業の基本情報

２　成果指標の目標及び実績

３　事業成果の振返り
成果目標の達成状況 成果目標の達成状況に対する分析

令和2年度は基準値となるため、令和3年度の実施結果から記載

成果目標達成に向けた対応策等

特産品の開発及び販路拡⼤については継続的な取組が必要だが、段階ごとに取組内容を検証し、費⽤対効果の向上に努める。

17
18 19 20 21

成果指標② 単位

ネット販売を⾏う商品数 品

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

成果指標① 単位

試作品の数 件

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

1
8 8 8 8

うち佐賀市の
負担額 0

　　事業総額 2,600

・新商品（試作品）の開発
・特産品の販売促進活動
・ネット販売（オンラインショップ）の開設

令和2年度
主な活動実績

決算の推移（単位　千円）　　※職員人件費は含まない
区分 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

事業の対象者 三瀬村活性化会議

年度
担当部署・係名 農業振興課　地産地消推進係（三瀬支所） 担当課⻑名 山田　勝利

総合計画に
おける位置づけ

政策 地域資源を活かして新たな賑わいと活⼒を創出するまち     
施策 04総合的な農業の振興

令和３年度
事務事業名 三瀬地区地域ブランドの強化と販路拡⼤支援事業 事業期間 平成

基本事業 地域ブランドの強化と販路拡⼤の支援

事業概要・目的 農家等の所得安定と地域の活性化を図るため、三瀬村活性化会議が⾏う農産物を活⽤した加工品の研究開発
及び地域ブランドの強化と販路拡⼤等の取組に要する経費に対し、助成を⾏う。
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事務事業進捗報告シート
28 ~

１　事務事業の基本情報

２　成果指標の目標及び実績

３　事業成果の振返り
成果目標の達成状況 成果目標の達成状況に対する分析

令和2年度は基準値となるため、令和3年度の実施結果から記載

成果目標達成に向けた対応策等

特産品の開発及び販路拡⼤については継続的な取組が必要だが、段階ごとに取組内容を検証し、費⽤対効果の向上に努める。

6
6 6 6 6

成果指標② 単位

地域ブランド品の数 品

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

成果指標① 単位

販路拡⼤に取り組んだ特産品の件数 件

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

3
4 4 4 4

うち佐賀市の
負担額 0

　　事業総額 900

・農産物の産地化に向けた試験栽培、販路拡⼤の取組
・市産農産物を使⽤した加工品開発、販路拡⼤の取組令和2年度

主な活動実績

決算の推移（単位　千円）　　※職員人件費は含まない
区分 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

事業の対象者 富⼠地区の農業者が組織する団体

年度
担当部署・係名 農業振興課　地産地消推進係（富⼠支所） 担当課⻑名 山田　勝利

総合計画に
おける位置づけ

政策 地域資源を活かして新たな賑わいと活⼒を創出するまち     
施策 04総合的な農業の振興

令和３年度
事務事業名 富⼠地区地域ブランドの強化と販路拡⼤支援事業 事業期間 平成

基本事業 地域ブランドの強化と販路拡⼤の支援

事業概要・目的 農業者の所得の安定を図るため、富⼠地区内の農業者が組織する団体が⾏う特産品の商品開発及び地域ブラ
ンドの強化並びに販路拡⼤等の取組に要する経費に対し、助成を⾏う。
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R2 R3 R4 R5 R6

目標 実績
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R2 R3 R4 R5 R6

目標 実績
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事務事業進捗報告シート
24 ~

１　事務事業の基本情報

２　成果指標の目標及び実績

３　事業成果の振返り
成果目標の達成状況 成果目標の達成状況に対する分析

令和2年度は基準値となるため、令和3年度の実施結果から記載

成果目標達成に向けた対応策等

農商工連携の相談に対応するため、県や農業団体等と連携し、特⾊ある農産物の⽣産者や販路開拓に意欲がある農業者、農産
物の需要者及び支援団体等の情報収集に努める。また、『いいモノさがし』認定品をより⼀層ＰＲし、販売支援を⾏うことで、本制度
の周知及び認定による効果を高め、農家の所得向上を図る。

30
35 40 43 46

成果指標② 単位

『いいモノさがし』認定品の認定件数 件

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

成果指標① 単位

新たに販路を開拓した件数（延べ数） 件

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

106
110 115 120 125

うち佐賀市の
負担額 5,217

　　事業総額 5,217

・推進員配置による相談窓⼝の設置　　　　　 　・農林⽔産資源、実需者の需要の掘り起こし調査
・⽣産者と実需者のマッチング及び事業化支援　・商品開発、改良の支援（経費補助）件数６件
・商談会等への出展　３回 　　　　　　　　　   　・商品の販売促進活動
・６次産品認定制度『いいモノさがし』の運⽤（平成２７年度〜）

令和2年度
主な活動実績

決算の推移（単位　千円）　　※職員人件費は含まない
区分 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

事業の対象者 農林⽔産業者、商工業者

年度
担当部署・係名 農業振興課　地産地消推進係 担当課⻑名 山田　勝利

総合計画に
おける位置づけ

政策 地域資源を活かして新たな賑わいと活⼒を創出するまち     
施策 04総合的な農業の振興

令和３年度
事務事業名 ６次産業化・農商工連携推進事業 事業期間 平成

基本事業 地域ブランドの強化と販路拡⼤の支援

事業概要・目的

佐賀市の特⾊ある農林⽔産物資源の有効活⽤のため、⽣産者⾃らが加工・販売に取り組む『６次産業化』、⽣
産者が商工業者と互いの「資源」や「技術」、「ノウハウ」を活かし連携することで、新たな商品やサービスの開発・提
供、販路の拡⼤などを⾏う『農商工連携』の取組を推進し、農林⽔産業者の経営多角化による所得向上を図る。
また、開発された６次産品を中⼼に、商品の販路開拓のための支援を⾏う。
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事務事業実績報告シート

2 ~

１　事務事業の基本情報

２　事業の活動実績

３　活動実績の推移に関する分析及び今後の⾒込み

　国の採択が令和２年度末だったために令和３年度に事業実施を繰越した。なお、市内各所に設置された野菜・果樹等の集出荷
施設が⽼朽化していることから、今後、事業の対象が増えてくることが予想される。

受益面積 ㎡

R2実績 R3実績 R4実績 R5実績 R6実績

ー

活動実績② 単位

活動実績① 単位

受益⼾数 ⼾

R2実績 R3実績 R4実績 R5実績 R6実績

ー

　　事業費総額 0
うち佐賀市の
負担額 0

根拠法令等 産地⽣産基盤パワーアップ事業実施要領、産地⽣産基盤バワーアップ事業補助⾦交付要綱

決算額の推移（単位　千円）　　※職員人件費は含まない
区分 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

基本事業 地域ブランドの強化と販路拡⼤の支援

事業概要・目的

　野菜・果樹等の産地が創意工夫を活かし、地域の強みを活かして起こすイノベーションを促進することにより、農
業の国際競争⼒の強化を図るため、地域の営農戦略に基づいて実施する産地の高収益化に向けた取組を支援
する。まとまりをもった産地が、施設や機械等を整備することで、収益性の向上やコストの削減が図られ、市農業の
今後の産地としての維持・強化が可能となる。
令和2年度︓佐城地区きゅうりの低コスト耐候性ハウスの整備に対する助成（令和３年度へ繰越し）

事業の対象者 農業協同組合、農業者が組織する団体、農業者等

総合計画に
おける位置づけ

政策 地域資源を活かして新たな賑わいと活⼒を創出するまち     
施策 04総合的な農業の振興

年度
担当部署・係名 農業振興課　施設整備支援係 担当課⻑名 山田　勝利

令和３年度

事務事業名 農業⽤機械整備支援事業（産地⽣産基盤パワーアップ事業） 事業期間 令和
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0
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事務事業進捗報告シート
29 ~ 2

１　事務事業の基本情報

２　成果指標の目標及び実績

３　事業成果の振返り
成果目標の達成状況 成果目標の達成状況に対する分析

令和2年度は基準値となるため、令和3年度の実施結果から記載

成果目標達成に向けた対応策等

事業期間を、国県の1次GAP推進期間と同じく2020年（令和2年度）までとしていたため、期間満了により事業は終了した。GAP
の普及に関しては、国や県の動向を⾒ながら、引き続き効果的な⽅法について検討を⾏う。

3

成果指標② 単位

市内ＧＡＰ認証取得農場数 箇所

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

成果指標① 単位

研修会等参加⼈数 ⼈

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

0

うち佐賀市の
負担額 0

　　事業総額 0

・補助件数　0件
・研修会は、新型コロナウイルス感染拡⼤のため開催できなかった。令和2年度

主な活動実績

決算の推移（単位　千円）　　※職員人件費は含まない
区分 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

事業の対象者 農業者及び農業者の組織する団体等

年度
担当部署・係名 農業振興課　施設整備支援係 担当課⻑名 山田　勝利

総合計画に
おける位置づけ

政策 地域資源を活かして新たな賑わいと活⼒を創出するまち     
施策 04総合的な農業の振興

令和３年度
事務事業名 特産物販路拡⼤推進事業 事業期間 平成 令和

基本事業 地域ブランドの強化と販路拡⼤の支援

事業概要・目的
　農作物の輸出や東京オリンピック・パラリンピック選⼿村の食材調達への対応に必要な、国際的に認められた農業
⽣産工程管理（ＧＡＰ）の認証を取得しようとする⽣産者に対する支援を⾏い、販路拡⼤による農家所得の
向上を図る。認証取得者への経費補助及びＧＡＰの普及啓発を目的とした講演会の開催
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事務事業進捗報告シート
29 ~ 3

１　事務事業の基本情報

２　成果指標の目標及び実績

３　事業成果の振返り
成果目標の達成状況 成果目標の達成状況に対する分析

令和2年度は基準値となるため、令和3年度の実施結果から記載

成果目標達成に向けた対応策等

本事業における栽培実証試験や流通販促の研究等は令和３年度までで終了する。令和４年度以降はＪＡが主体となって本事
業を継承し、シギの恩返し米の栽培及び流通等に取り組む予定である。事業継承後も、県や市、農業団体、地域農家、まちづくり
団体等が連携し、段階的にシギの恩返し米の栽培農家⼾数及び⽣産面積を拡⼤し、ラムサールブランドとして定着を図っていく。

4
12

成果指標② 単位

シギの恩返し米栽培農家⼾数 ⼾

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

成果指標① 単位

シギの恩返し米栽培面積 ａ

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

201
559

うち佐賀市の
負担額 3,490

　　事業総額 3,490

・⽣き物を育む環境づくり（⽔田魚道１か所、冬⽔たんぼ約48a）
・環境循環・環境保全型農業の推進（下⽔道由来肥料の活⽤　約3.9ｔ）
・安⼼安全で持続可能な米づくり（特別栽培米、佐賀県GAPの認証取得)
・IT農業の導入による米づくり（ドローン撮影による成⻑管理）
・地域での環境保全や啓発活動（海岸清掃）・流通販促の研究（イベント販売、海苔とのコラボ販売）

令和2年度
主な活動実績

決算の推移（単位　千円）　　※職員人件費は含まない
区分 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

事業の対象者 シギの恩返し米プロジェクト推進協議会

年度
担当部署・係名 農業振興課　地産地消推進係（東与賀支所） 担当課⻑名 山田　勝利

総合計画に
おける位置づけ

政策 地域資源を活かして新たな賑わいと活⼒を創出するまち     
施策 04総合的な農業の振興

令和３年度
事務事業名 シギの恩返し米プロジェクト事業 事業期間 平成 令和

基本事業 地域ブランドの強化と販路拡⼤の支援

事業概要・目的
ラムサール条約に掲げる「ワイズユース」を推進し、東与賀町を中⼼に市南部地域で⽣産される農⽔産物などを「ラ
ムサールブランド」として開発し、有利販売による農家等の所得向上を図るため、シギの恩返し米プロジェクト推進協
議会が実施する実証実験等を支援し、⽣物多様性に配慮した栽培環境づくりのための⽣物影響等調査を⾏う。
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事務事業進捗報告シート
2 ~

１　事務事業の基本情報

２　成果指標の目標及び実績

３　事業成果の振返り
成果目標の達成状況 成果目標の達成状況に対する分析

令和2年度は基準値となるため、令和3年度の実施結果から記載

成果目標達成に向けた対応策等

農産物フェアを開催することにより農家等の対面販売の機会を確保するとともに、市産農産物等の情報発信により消費者の認知度
向上と消費拡⼤を図っていく。また、新型コロナウイルス感染症の影響により、現在渡航を伴う活動が困難であるため、市場調査の実
施など今後の輸出に向けた研究を⾏っていく。

3
3 3 3 3

成果指標② 単位

海外での市場調査、商談を⾏う農産物等の品目 品

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

成果指標① 単位

農産物フェアでの売上額 千円

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

1,156
1,800 1,920 2,040 2,160

うち佐賀市の
負担額 4,210

　　事業総額 4,210

・佐賀駅南⼝⺠間商業施設における農産物、６次産品のPR
・農産物フェアの開催　４回
・佐賀県農林⽔産物等輸出促進協議会と連携した海外（アジア地域）での市場調査、商談支援

令和2年度
主な活動実績

決算の推移（単位　千円）　　※職員人件費は含まない
区分 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

事業の対象者 農家等、消費者、佐賀県農業協同組合、佐賀県農林⽔産物等輸出促進協議会

年度
担当部署・係名 農業振興課　地産地消推進係 担当課⻑名 山田　勝利

総合計画に
おける位置づけ

政策 地域資源を活かして新たな賑わいと活⼒を創出するまち     
施策 04総合的な農業の振興

令和３年度
事務事業名 特産物振興支援事業 事業期間 令和

基本事業 地域ブランドの強化と販路拡⼤の支援

事業概要・目的
佐賀駅南⼝⺠間商業施設において、市産農産物や６次産品のＰＲを⾏うことにより、市産農産物等のブランド
化・販路拡⼤及び地産地消の推進、農家等の所得向上を図る。また、佐賀県農林⽔産物等輸出促進協議会と
連携し、市産農産物や加工品の輸出を促進することにより、海外での販路拡⼤を図る。
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34



事務事業実績報告シート

2 ~ 2

１　事務事業の基本情報

２　事業の活動実績

３　活動実績の推移に関する分析及び今後の⾒込み

補助の対象となる花き農家（31件）に対し、対象品目の次期作に必要な経費について、その取組面積に応じて助成を⾏い、経営
の継続を図ることができた。
本事業は時限事業のため、令和２年度で終了。

取組面積 a

R2実績 R3実績 R4実績 R5実績 R6実績

925

活動実績② 単位

活動実績① 単位

取組件数 件

R2実績 R3実績 R4実績 R5実績 R6実績

31

　　事業費総額 11,510
うち佐賀市の
負担額 0

根拠法令等 園芸⽣産次期作支援緊急対策事業補助⾦交付要綱

決算額の推移（単位　千円）　　※職員人件費は含まない
区分 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

基本事業 農業経営⼒の強化

事業概要・目的

新型コロナウィルス感染症の感染拡⼤を受け、急激な需要の減退と市場価格の急落により、農業経営が厳しくなっ
た施設花き農家に対し、経営の継続を図るため、対象品目の次期作に必要な経費について、その取組面積に応
じて助成を⾏った。
対象品目
　区分イ︓バラ・ユリ・カーネーション　　区分ロ︓キク・トルコギキョウ等（区分イハを除く）　区分ハ︓胡蝶蘭

事業の対象者 施設花き農家

総合計画に
おける位置づけ

政策 地域資源を活かして新たな賑わいと活⼒を創出するまち     
施策 04総合的な農業の振興

年度
担当部署・係名 農業振興課　施設整備支援係 担当課⻑名 山田　勝利

令和

令和３年度

事務事業名 園芸⽣産次期作支援緊急対策事業 事業期間 令和
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事務事業実績報告シート

2 ~ 2

１　事務事業の基本情報

２　事業の活動実績

３　活動実績の推移に関する分析及び今後の⾒込み

令和３年度

事務事業名 農産物直売所感染症予防対策事業 事業期間 令和 年度
担当部署・係名 農業振興課　地産地消推進係 担当課⻑名 山田　勝利

令和

基本事業 農業経営⼒の強化

事業概要・目的

市産農産物の販路確保と農家の営農意欲の維持を図るため、農産物直売所が実施する新型コロナウイルス感染
症予防対策に要する経費に対して助成を⾏った。
[農産物直売所が⾏った新型コロナウイルス感染症予防対策]
・直売所従業員のマスク、⼿袋の着⽤　　　・アルコール消毒液の設置
・アクリルパネルの設置　　　　　　　　　　　　 ・非接触型体温計の設置　等
[農産物直売所の店舗数]　２０店舗

事業の対象者 農産物直売所

総合計画に
おける位置づけ

政策 地域資源を活かして新たな賑わいと活⼒を創出するまち     
施策 04総合的な農業の振興

根拠法令等

決算額の推移（単位　千円）　　※職員人件費は含まない
区分 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

　　事業費総額 2,664
うち佐賀市の
負担額 0

活動実績① 単位

補助⾦申請件数 件

R2実績 R3実績 R4実績 R5実績 R6実績

16

補助の対象となる直売所に対して、⽂書送付や訪問により事業の紹介を⾏い、１６件の補助⾦申請があった。
直売所では、アルコール消毒液やアクリルパネル、非接触型体温計の設置等新型コロナウイルス感染症対策が実施され、消費者や
⽣産者が安⼼して利⽤できる環境が整った。
本事業は時限事業のため、令和２年度で終了。

農産物直売所の店舗数 店舗

R2実績 R3実績 R4実績 R5実績 R6実績

20

活動実績② 単位
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事務事業進捗報告シート
17 ~

１　事務事業の基本情報

２　成果指標の目標及び実績

３　事業成果の振返り
成果目標の達成状況 成果目標の達成状況に対する分析

令和2年度は基準値となるため、令和3年度の実施結果から記載

成果目標達成に向けた対応策等

県やＪＡなど担い⼿育成総合支援協議会の構成機関と⼀体となり、新たな技術に対応した農機導入の推進や経営発展に必要な
研修会等への参加を促していく。

成果指標② 単位

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

成果指標① 単位

担い⼿育成事業等に取り組んだ件数 件

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

106
120 120 130 130

うち佐賀市の
負担額 4,109

　　事業総額 4,109

担い⼿育成・確保活動　（農業経営改善計画等作成指導、新規就農相談ほか　386件）
新技術・新規作物導入推進事業　（農業⽤機械購入補助　17件）
次世代農業者育成支援事業　（研修会等の開催・参加補助　89件）
農作業事故防止啓発活動　7回
それぞれの中山間チャレンジ事業への指導等　121回

令和2年度
主な活動実績

決算の推移（単位　千円）　　※職員人件費は含まない
区分 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

事業の対象者 本市農業の担い⼿となる農業経営体

年度
担当部署・係名 農業振興課　⽣産者育成係 担当課⻑名 山田　勝利

総合計画に
おける位置づけ

政策 地域資源を活かして新たな賑わいと活⼒を創出するまち     
施策 04総合的な農業の振興

令和３年度
事務事業名 担い⼿育成総合支援協議会補助⾦交付事業 事業期間 平成

基本事業 担い⼿の育成と確保

事業概要・目的
本市農業の担い⼿となるべき効率かつ安定的な農業経営及びこれを目指して経営改善に取り組む農業経営体を
育成・確保し、地域の実態に即した担い⼿の明確化を推進することにより望ましい農業構造の確⽴等に資すること
を目的とする
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事務事業進捗報告シート
7 ~

１　事務事業の基本情報

２　成果指標の目標及び実績

３　事業成果の振返り
成果目標の達成状況 成果目標の達成状況に対する分析

令和2年度は基準値となるため、令和3年度の実施結果から記載

成果目標達成に向けた対応策等

引き続き制度の周知を図っていく。

成果指標② 単位

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

成果指標① 単位

利⼦助成を受けて農業経営を継続している⼈の割合 ％

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

100
100 100 100 100

うち佐賀市の
負担額 45

　　事業総額 90

・⾦融機関からの申請受付
・申請書の審査
・利⼦助成の決定と交付

令和2年度
主な活動実績

決算の推移（単位　千円）　　※職員人件費は含まない
区分 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

事業の対象者 認定農業者等

年度
担当部署・係名 農業振興課　⽔田対策係 担当課⻑名 山田　勝利

総合計画に
おける位置づけ

政策 地域資源を活かして新たな賑わいと活⼒を創出するまち     
施策 04総合的な農業の振興

令和３年度
事務事業名 農業経営基盤強化資⾦利⼦助成事業 事業期間 平成

基本事業 農業経営⼒の強化

事業概要・目的

農業者の負担を軽減し、効率的・安定的な農業経営体の育成を図るため、⽇本政策⾦融公庫が融資する「農
業経営改善計画書に即した規模拡⼤や経営改善に必要な資⾦」に対して、利⼦助成を⾏う。
（平成24年度からは、国が全て直接助成を⾏うこととなったため、市での取り扱いは平成23年度までの融資となっ
ている。）
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事務事業進捗報告シート
26 ~

１　事務事業の基本情報

２　成果指標の目標及び実績

３　事業成果の振返り
成果目標の達成状況 成果目標の達成状況に対する分析

令和2年度は基準値となるため、令和3年度の実施結果から記載

成果目標達成に向けた対応策等

平成26年度から、地域おこし協⼒隊員を任⽤し、三瀬村地場産品振興部会が運営する農産物直売所の支援等を⾏ってきたが、
令和2年1⽉以降は協⼒隊員の不在が続いているため、積極的な募集活動を⾏い、早急な事業の実施に努める。

22,445
26,500 31,000 35,500 40,000

成果指標② 単位

三瀬村地場産品振興部会が運営する直売所の来店者数 ⼈

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

成果指標① 単位

三瀬村地場産品振興部会の会員数 ⼈

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

87
90 90 90 90

うち佐賀市の
負担額 87

　　事業総額 87

三瀬村の農業と観光を⼀本化した事業の検討や、地域の農産物や特産品を扱う直売所の運営支援等により農
業と地域の活性化を図るため、地域おこし協⼒隊員１⼈の募集活動を⾏った。（応募なし）
　募集回数︓３回｛⼀次募集（5/1〜6/30）、⼆次募集（8/17〜9/16）、三次募集（1/18〜
2/5）｝
　募集⽅法︓市ホームページ、チラシ設置等

令和2年度
主な活動実績

決算の推移（単位　千円）　　※職員人件費は含まない
区分 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

事業の対象者 三瀬地区住⺠

年度
担当部署・係名 農業振興課　地産地消推進係（三瀬支所） 担当課⻑名 山田　勝利

総合計画に
おける位置づけ

政策 地域資源を活かして新たな賑わいと活⼒を創出するまち     
施策 04総合的な農業の振興

令和３年度
事務事業名 地域おこし協⼒隊事業 事業期間 平成

基本事業 担い⼿の育成と確保

事業概要・目的 国の地域おこし協⼒隊制度を活⽤し、三瀬地区に都市部の⼈材を招致し、定住の促進と農業及び地域の活性
化を図る。
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事務事業進捗報告シート
27 ~ 2

１　事務事業の基本情報

２　成果指標の目標及び実績

３　事業成果の振返り
成果目標の達成状況 成果目標の達成状況に対する分析

令和2年度は基準値となるため、令和3年度の実施結果から記載

成果目標達成に向けた対応策等

新規就農者等を対象とした研修については、県農業改良普及センター主催の「ニューファーマー塾」や県農業会議主催の「農業簿記
講習会」、県農業⼤学校主催の「さが農業経営塾」など、他の機関が開催する研修会等を案内し、新規就農者等のさらなる農業
経営発展につなげていく。

成果指標② 単位

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

成果指標① 単位
新規就農経営⼒養成研修参加者のうち、内容が参考となった者の割合 ％

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

100

うち佐賀市の
負担額 21

　　事業総額 21

新規就農経営⼒養成研修の実施　（先進キュウリ・アスパラガス農家視察　R3.3.23）
　（※令和2年度で本事業終了）令和2年度

主な活動実績

決算の推移（単位　千円）　　※職員人件費は含まない
区分 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

事業の対象者 新規就農者

年度
担当部署・係名 農業振興課　⽣産者育成係 担当課⻑名 山田　勝利

総合計画に
おける位置づけ

政策 地域資源を活かして新たな賑わいと活⼒を創出するまち     
施策 04総合的な農業の振興

令和３年度
事務事業名 農業⼈材育成事業 事業期間 平成 令和

基本事業 担い⼿の育成と確保

事業概要・目的
新規就農者を対象とした研修会を実施し、農業経営の分析を⾏うことにより⾃⾝の経営内容を⾒直すきっかけを
つくり、農業所得の向上に繋げる。また、先進農家を視察し意⾒交換を⾏うことで農業経営者としての意識を啓発
する。
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事務事業進捗報告シート
30 ~ 4

１　事務事業の基本情報

２　成果指標の目標及び実績

３　事業成果の振返り
成果目標の達成状況 成果目標の達成状況に対する分析

令和2年度は基準値となるため、令和3年度の実施結果から記載

成果目標達成に向けた対応策等

中山間地域が抱える農業・農地の課題解決に向けてモデル的に取り組む「チャレンジ集落」について、関係機関が⼀体となって、話し
合い等への支援を⾏っていく。

成果指標② 単位

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

成果指標① 単位

中山間地域における担い⼿数 件

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

155
160 160

うち佐賀市の
負担額 1,418

　　事業総額 3,523

・中山間地域の農業・農地の課題解決にむけた取組みの経費に対する補助（「名尾農業創⽣研究会」、「栗並
集落」以上2件）
・新たな中山間地域営農システムの構築の経費に対する補助（「神⽔川流域農地管理組織設⽴準備委員会」
以上１件）

令和2年度
主な活動実績

決算の推移（単位　千円）　　※職員人件費は含まない
区分 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

事業の対象者 中山間地域の農業者で組織する団体、新たな中山間地域営農システムの構築に取り組む広域組織

年度
担当部署・係名 農業振興課　⽣産者育成係 担当課⻑名 山田　勝利

総合計画に
おける位置づけ

政策 地域資源を活かして新たな賑わいと活⼒を創出するまち     
施策 04総合的な農業の振興

令和３年度
事務事業名 それぞれの中山間チャレンジ事業 事業期間 平成 令和

基本事業 担い⼿の育成と確保

事業概要・目的
中山間地域の農業・農地を守るため、様々な課題解決に向けて集落で⾏われる話し合いや先進地視察等に必
要な経費を支援する。また、新たな中山間地域営農システムのモデル的な組織については、他地域へ波及させるた
めに設⽴前後の活動を支援する。
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事務事業進捗報告シート
23 ~

１　事務事業の基本情報

２　成果指標の目標及び実績

３　事業成果の振返り
成果目標の達成状況 成果目標の達成状況に対する分析

令和2年度は基準値となるため、令和3年度の実施結果から記載

成果目標達成に向けた対応策等

農林漁業者間での交流を促進し、新たな実践者の発掘にも取り組むため、市内の体験交流等の活動団体で構成されている「佐賀
市グリーン・ツーリズム実践者研究会」を核とした、佐賀市全域を網羅した「ネットワークの構築」と「農村ビジネスとしての確⽴」を図って
いく。

441
600 800 1,000 1,200

成果指標② 単位

農林漁業体験参加者数 ⼈

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

成果指標① 単位

体験交流等活動団体 団体

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

14
20 23 25 27

うち佐賀市の
負担額 1,336

　　事業総額 1,836

・消費者を対象とした食と農の交流体験ツアー　３回（参加者数１１１⼈）
・農林⽔産業者が⾏う交流活動への助成　２件（参加者数３３０⼈）
・体験交流等活動団体（グリーンツーリズム実践者）の育成支援（実践者の研修、情報交換の場の設定等）
・ホームページによる富⼠町地域の情報発信

令和2年度
主な活動実績

決算の推移（単位　千円）　　※職員人件費は含まない
区分 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

事業の対象者 市⺠等

年度
担当部署・係名 農業振興課　地産地消推進係 担当課⻑名 山田　勝利

総合計画に
おける位置づけ

政策 地域資源を活かして新たな賑わいと活⼒を創出するまち     
施策 04総合的な農業の振興

令和３年度
事務事業名 農山漁村交流支援事業 事業期間 平成

基本事業 都市と農村の交流推進

事業概要・目的 消費者の農業に触れる機会をつくり、農業への理解を醸成するとともに、農山漁村と都市との交流を促進し、農山
漁村の活性化を図る。
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事務事業進捗報告シート
21 ~

１　事務事業の基本情報

２　成果指標の目標及び実績

３　事業成果の振返り
成果目標の達成状況 成果目標の達成状況に対する分析

令和2年度は基準値となるため、令和3年度の実施結果から記載

成果目標達成に向けた対応策等

体験学校及び有機農業の参加者が有機農業の実践者へとステップアップできるよう、アンケート調査等を参考に充実した研修内容と
していく。また、消費者及び農家に対して有機農業への理解促進と有機農産物の消費拡⼤、⽣産拡⼤を図るため、PRを強化し、
有機JAS認定に係る助成等の支援を⾏っていく。

4
6 8 10 11

成果指標② 単位

有機JAS認定件数 件

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

成果指標① 単位

都市住⺠の農業研修修了者数（延べ数） ⼈

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

155
170 180 190 200

うち佐賀市の
負担額 1,132

　　事業総額 1,132

・体験学校　　　　６回（登録者数７４⼈）
・有機農業研修夏野菜コース　４回（登録者数１５⼈）
　　　　　　　　　　冬野菜コース　４回（登録者数１４⼈）
・有機JAS認定ほ場面積　１，４３２a（⽣産者数４⼈）

令和2年度
主な活動実績

決算の推移（単位　千円）　　※職員人件費は含まない
区分 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

事業の対象者 農家、市⺠

年度
担当部署・係名 農業振興課　地産地消推進係 担当課⻑名 山田　勝利

総合計画に
おける位置づけ

政策 地域資源を活かして新たな賑わいと活⼒を創出するまち     
施策 04総合的な農業の振興

令和３年度
事務事業名 有機農業普及啓発事業 事業期間 平成

基本事業 地産地消と環境にやさしい農業の推進

事業概要・目的 市⺠等を対象に年間を通し圃場実習を⾏う農業研修や親⼦向けの体験学校を実施し、有機農業の理解を促進
する。また、有機農業の実践者が⾏う取組に要する経費に対し助成を⾏い、有機農業の普及・拡⼤を図る。
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事務事業進捗報告シート
12 ~

１　事務事業の基本情報

２　成果指標の目標及び実績

３　事業成果の振返り
成果目標の達成状況 成果目標の達成状況に対する分析

令和2年度は基準値となるため、令和3年度の実施結果から記載

成果目標達成に向けた対応策等

アンケート調査等を参考に、市⺠農園の体験内容を充実させていく。また、市⺠に対し、市HPやメディア等を活⽤して市内の市⺠農
園の情報を発信し、市⺠農園の利⽤率向上に努める。

81.5
85 90 90 90

成果指標② 単位

市内の市⺠農園利⽤率 ％

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

成果指標① 単位

農業体験参加者数 ⼈

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

116
120 125 125 125

うち佐賀市の
負担額 560

　　事業総額 1,979

[農業体験]
･三瀬体験農園（三瀬村）　開園⽇数８２⽇（登録者数１６⼈）
・街なか体験農園（神野⻄）　夏野菜コース　　開催回数６回（登録者数５３⼈）
                                      冬野菜コース  　開催回数６回（登録者数４７⼈）
[市内の市⺠農園]　農園数１４（区画数５２４、契約区画数４２７）

令和2年度
主な活動実績

決算の推移（単位　千円）　　※職員人件費は含まない
区分 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

事業の対象者 市⺠等

年度
担当部署・係名 農業振興課　地産地消推進係 担当課⻑名 山田　勝利

総合計画に
おける位置づけ

政策 地域資源を活かして新たな賑わいと活⼒を創出するまち     
施策 04総合的な農業の振興

令和３年度
事務事業名 市⺠農園運営経費 事業期間 平成

基本事業 都市と農村の交流推進

事業概要・目的 消費者である市⺠等が農業に触れる機会をつくるため、体験農園（三瀬体験農園、街なか体験農園）の運営
及び⺠間の市⺠農園の普及啓発を⾏う。
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事務事業進捗報告シート
12 ~

１　事務事業の基本情報

２　成果指標の目標及び実績

３　事業成果の振返り
成果目標の達成状況 成果目標の達成状況に対する分析

令和2年度は基準値となるため、令和3年度の実施結果から記載

成果目標達成に向けた対応策等

⾃然環境の保全及び農村地域と都市的地域との交流拠点施設として、市⺠や来園者に安⼼・安全に利⽤していただけるよう、引き
続き、適切に施設の管理運営を⾏う。

2,578
2,700 2,700 2,700 2,700

成果指標② 単位

四季のめぐみ館利⽤者数 ⼈

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

成果指標① 単位

来園者数 ⼈

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

37,736
41,500 41,500 41,500 41,500

うち佐賀市の
負担額 15,628

　　事業総額 15,891

・公園及び管理棟の管理
・みそづくり体験の開催　参加者数４２８⼈
・米づくり体験の開催　参加者数３３⼈（R2はコロナウイルス感染症の影響等により、田植え及び収穫祭を中止
し、稲刈り体験のみ実施。参加者へ収穫したもち米の配布を⾏った。）

令和2年度
主な活動実績

決算の推移（単位　千円）　　※職員人件費は含まない
区分 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

事業の対象者 市⺠、来園者

年度
担当部署・係名 農業振興課　地産地消推進係 担当課⻑名 山田　勝利

総合計画に
おける位置づけ

政策 地域資源を活かして新たな賑わいと活⼒を創出するまち     
施策 04総合的な農業の振興

令和３年度
事務事業名 クリーク公園管理事業 事業期間 平成

基本事業 都市と農村の交流推進

事業概要・目的
佐賀市クリーク公園及び管理棟である四季のめぐみ館の管理運営を⾏う。佐賀平野特有のクリークの姿を残すこと
により、貴重な⽔⽣動植物及び田園風景を維持・保全し、⾃然環境と触れ合う場、農村地域と都市的地域との
交流の場として活⽤する。
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事務事業進捗報告シート
13 ~

１　事務事業の基本情報

２　成果指標の目標及び実績

３　事業成果の振返り
成果目標の達成状況 成果目標の達成状況に対する分析

令和2年度は基準値となるため、令和3年度の実施結果から記載

成果目標達成に向けた対応策等

アンケート等により利⽤者のニーズを把握し、利便性・満⾜度の向上を図り、適切に施設を管理運営する。また、⼤和町松梅地区の
活性化を図るため、都市部との交流事業や特産品の展⽰・販売等を⾏う。

494
497 500 503 506

成果指標② 単位

農産物等出荷者数 ⼈

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

成果指標① 単位

年間来館者数（レジ通過者数） 千⼈

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

321
322 323 323 324

うち佐賀市の
負担額 7,493

　　事業総額 7,937

・研修室・調理室の貸出件数　　　　 ５０件（利⽤者数３，１５３⼈）
・オートキャンプ場の貸出件数１，０６８件（利⽤者数３，６１５⼈）
・特産品の展⽰・販売
・観光情報の提供等

令和2年度
主な活動実績

決算の推移（単位　千円）　　※職員人件費は含まない
区分 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

事業の対象者 来館者及び農産物等出荷者

年度
担当部署・係名 農業振興課　地産地消推進係 担当課⻑名 山田　勝利

総合計画に
おける位置づけ

政策 地域資源を活かして新たな賑わいと活⼒を創出するまち     
施策 04総合的な農業の振興

令和３年度
事務事業名 そよかぜ館管理経費 事業期間 平成

基本事業 地産地消と環境にやさしい農業の推進

事業概要・目的 ⼤和町松梅地区の活性化を図るため、地元特産品の展⽰・販売や地域情報の提供の場として管理運営するとと
もに、道の駅として観光情報の提供などを⾏う。
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事務事業進捗報告シート
19 ~

１　事務事業の基本情報

２　成果指標の目標及び実績

３　事業成果の振返り
成果目標の達成状況 成果目標の達成状況に対する分析

令和2年度は基準値となるため、令和3年度の実施結果から記載

成果目標達成に向けた対応策等

平成１９年度に開設して以降、公園利⽤者の増加にともない、地域活性化のため休憩所において農産物の展⽰販売や情報発信
を⾏っている。平成２７年５⽉のラムサール条約湿地登録、令和２年１０⽉の東よか⼲潟ビジターセンターひがさす開館に伴い、さ
らに来園者の増加が期待されることから、引き続き地域市⺠と連携して特産品等の情報発信を⾏い、地域活性化につなげる。

261,040
270,000 280,000 290,000 300,000

成果指標② 単位

⼲潟よか公園来園者数 ⼈

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

成果指標① 単位

シチメンソウの⾥休憩所開館⽇数 ⽇

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

63
110 110 110 110

うち佐賀市の
負担額 356

　　事業総額 356

・シチメンソウの⾥休憩所における地場産品の展⽰販売及び地域特産品等の情報発信令和2年度
主な活動実績

決算の推移（単位　千円）　　※職員人件費は含まない
区分 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

事業の対象者 市⺠、観光客

年度
担当部署・係名 農業振興課　地産地消推進係 担当課⻑名 山田　勝利

総合計画に
おける位置づけ

政策 地域資源を活かして新たな賑わいと活⼒を創出するまち     
施策 04総合的な農業の振興

令和３年度
事務事業名 シチメンソウの⾥管理事業 事業期間 平成

基本事業 都市と農村の交流推進

事業概要・目的 シチメンソウの⾥への来場者の利便性を図るため、⼲潟よか公園に隣接するシチメンソウの⾥休憩所を管理し、市
内の地場産品等の展⽰・販売や観光情報の提供を⾏うとともに、シチメンソウや野鳥の紹介などを⾏う。
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